














































て、21世 紀に取 り組むべき課題として、4つ の主要課題
を示し、その実現に向けての10年 間の実行計画として、
















の安 らかな発達の促進 と育児不安の軽減」の課題 にアプ
ローチしていく基本的な問題であることが理解できる。
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が、平成12年 の統計3)で は核家族が71.2%と さらに増
















育児時間の調査では7)、母親が平日2時 間半(家 事7時 間
半)に たいし父親0.1時 間(家 事2.47時 間)、日曜日で父































































































































るようにしていく課程"で 昂 り、その活動方法は①build 
healthypublicpolicy,createsupportive

environment、 ③strengthencommunityaction、 ④ 
developpersonalskills,reorienthealthservices
が あげ られ ている14,16,1i)。 これ か らの医療者の育児支
援 に向けての課題は 山積 しているが、そ の支 援の方向性
は このヘルスプ ロモー ションの概 念の中に示 され てい る
と思われ る。その基本は我々が地域 に中に積 極的に入 り、
育児不 安の現状を時代 の流れ の中で正確 に把 握 し、そ の
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